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小野由美子先生ご退任に際して
　小野由美子先生は、2016 年（平成 28 年）3 月 31 日をもって、国立大学法人鳴門教育大学
をご退職になりました。先生がご健勝のうちにこの日をお迎えになりましたことをお祝い申
し上げるとともに、これまでのご高恩に感謝し、本誌の誌上を借りましてお礼申し上げます。
　小野由美子先生は、広島大学大学院教育学研究科をご修了になられた後、広島大学助手、
大下学園女子短期大学（広島中央女子短期大学に改称）などでのお勤めを経て、平成 5 年 3
月に鳴門教育大学にご着任になりました。それから 20 年以上にわたり、研究・教育の両面
から鳴門教育大学の日本語教育を牽引してこられました。平成 17 年に言語系コース（国語）
内に日本語教育分野が設置されましたことも、小野先生のご貢献の上にあることは言を俟ち
ません。以後、当分野の専任教員として、国内外で日本語教育に携わろうとする学生・院生
の指導にあたられるとともに、教員教育国際交流センターのスタッフとして JICA と協力し
て国際的な教育協力に取り組んで来られました。アフリカ、南アジア、東南アジアの各国の
教育改革プロジェクトは、小野先生のご尽力がなければ進まなかったとさえ感じます。
　小野先生が専門になさっているご研究は、先生のご関心の広さを反映して多岐にわたって
います。中でも近年関心を寄せていらっしゃったのが、海外で日本語教育に携わった教員の
意識変容に関する質的研究です。異文化体験の受容と意味づけなど、教員自身の内省も踏ま
えてその意識変容を丹念に追った記録は、教師研究に新たな方法的視座をもたらす貴重な研
究だと拝見しています。また、日本の教育実践が各国の教育文化として定着してゆく過程を
継続的に追った研究は、日本の教育実践の紹介を一時的な国際協力にとどめることで終わら
せないための実践的な研究です。
　現在、日本の学校教育では、日本語支援が必要な児童・生徒がどんどん増えています。小
野先生は、こうした現状を踏まえ、日本語の支援が必要な学習者への配慮の大切さを訴えて、
多くの学生・院生を育ててこられました。小野先生のご指導を受けた卒業生・修了生は皆、
日本語支援の重要性に配慮して、学習指導を考えられる教師として、各地で活躍しています。
また、小野先生は、ことあるごとに、学生の時に海外に出向き、異文化に触れることの重要
性を訴えるとともに、実際に外国で実習・研修する機会を確保してくださいました。小野先
生と一緒に、一人では絶対に行くことがなかっただろう国に出かけ、多くの方々と出会い、
目に見えない財産を手に入れた学生は少なくありません。
　ところで、海外出張が多い小野先生のご授業は skype が必需品です。このあたりも、小
野研究室が開かれた場であることを示しているように思います。また、小野先生がご不在の
時には、先生の広いご交友を活用して、各界の第一人者の先生方を講師にお招きしてお話を
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伺う機会が多くありました。こうしたことも、学生・院生にとって贅沢な学びの場でした。
修論発表会などの折りに、課題設定の妥当性や研究の手続きをしっかりと押さえ、的確に批
評しご助言なさる言葉は、私たちにも勉強になることばかりです。
　研究・教育とならんで小野先生がご活躍されてきたのが、先述した JICA と連携しての海
外研修です。平成 17 年から実施したアフガニスタン国教師教育強化プロジェクトでは、ま
だ政情が安定しているとは言えなかったアフガニスタンに何度も赴かれ、同国の教育改革に
大きな貢献を果たされました。アフガン以外でも、ルワンダ、南アフリカ、ミャンマーなど、
多くの国々で展開されるプロジェクトに携わり、主導的な役割を果たしていらっしゃいます。
小野先生は、海外でのご様子をいつもインターネットで報告してくださるのですが、アップ
されている写真を見ていつも感じるのは、現地の子どもたちや先生方と一緒に映っている小
野先生のご表情が本当に楽しそうなことです。先生が、未知の土地に赴き、いろいろな人と
出会うことを心から楽しんでいらっしゃるのが伝わってきます。
　他にも、異文化間教育学会、日本教師教育学会の理事を歴任されたほか、International 
Council on Teacher Education (ICET)、Japan US Teacher Education Consortium (JUSTEC)
等の国際学会の委員もお務めになりました。研究と実践ともに、世界標準でご活躍になって
います。
　小野先生の知的好奇心と行動力には、ただ感嘆するばかりです。久しぶりにお会いしたら、
御髪が青かったりドレッドヘアだったり、服装が着物だったり民族衣装だったりします。小
野先生は、だれよりも斬新でファッショナブルです。常に新しいことを見つけては試し、前
進していらっしゃる先生には、元気をいただくことばかりでした。海外からお帰りの際には
忘れることなくお土産を買ってきてくださるのですが、それは、時に子どものための T シャ
ツであったり、日本では見ることもないコーヒー豆であったり、おいしいお菓子（怪しげな
場合もあったりしますが…）だったりと、いつも細やかにお心配りくださいました。
　ご退任になられましたが、小野先生には、特命教授としてこれまでと同様に鳴門教育大学
で研究・教育、国際貢献に当たっていただいています。まだまだ小野先生とご一緒でき、国
際的な視野で様々なことをお教えいただく機会が持てるのはうれしい限りです。小野先生は、
常に日本というフィールドを出て広い視野で自分を見ることを続けてこられました。そんな
小野先生の教えを受け継ぎ、活躍する卒業生・修了生もたくさんいます。小野先生のご学恩
に感謝し、ますますのご活躍を祈念しまして、お礼の言葉を申し上げます。
 （幾田伸司）
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